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各位

株式会社池田泉州ホールディングス（社長 藤田 博久）の中核子会社である株式会社

池田泉州銀行（頭取 藤田博久）は、昨年９月に金融庁から公表された「金融仲介機能の

ベンチマーク」（以下「ベンチマーク」という。）の趣旨を踏まえ、中小企業等の経営改善

及び地域活性化に関する重要指標 22 項目を、当行におけるベンチマークと位置付け、今

月末に開示する中間ディスクロージャー誌の中で開示することとしましたので、お知らせ

いたします。

当行では、金融庁から公表された共通 5 項目、選択 50 項目からなる合計 55 項目のベ

ンチマークの中から選択した共通 3 項目、選択 13 項目に、当行の独自項目である 6 項目

を加えた合計 22 項目を経営上の重要指標と位置付けました。そのうえで、今中間期ディ

スクロージャー誌内における「中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの

状況」の中で、当行の各種施策と関連づけて継続開示していくことといたしました。

株式会社池田泉州ホールディングスグループでは、平成28年4月からスタートした「第

3 次中期経営計画」の中で、地域および地域のお客さまの“未来をつくり” “未来へつな

ぐ”ために、私ども自身が「変えること」（＝「7 つの構造イノベーション」）、および、私

どもとして決して「変えないこと」（＝「地域との『共存共栄』」）をそれぞれ明確にしまし

た。今回重要指標と位置付けたベンチマークを着実に実行していく中で、地域活性化等に

資する金融仲介の取組みや企業価値の向上を実践してまいります。

詳しくは、別紙

「中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの状況

～ “未来をつくる” “未来へつなぐ“ 取組み（平成28年度中間期）」

をご覧ください。（池田泉州ホールディングス中間期ディスクロージャー誌からの抜粋）

以 上

「金融仲介機能のベンチマーク」の公表について



【ご参考「金融仲介機能のベンチマーク」とは】

（全銀協ＨＰより抜粋http://www.zenginkyo.or.jp/abstract/diary/detail/nid/6713/）

金融庁は、9 月 15 日、「金融仲介機能のベンチマーク」（以下「ベンチマーク」とい

う。）を公表した。

ベンチマークは、金融機関が、自身の経営理念や事業戦略等にも掲げている金融仲介

の質をいっそう高めていくため、自身の取組みの進捗状況や課題等について客観的に

自己評価することが重要であるとの考えのもと、「金融仲介の改善に向けた検討会議」

での議論も踏まえ、金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる

多様な指標として策定された。

ベンチマークは全ての金融機関が金融仲介の取組みの進捗状況や課題等を客観的

に評価するために活用可能な「共通ベンチマーク」と、各金融機関が自身の事業戦略

やビジネスモデル等を踏まえて選択できる「選択ベンチマーク」で構成されているが、

金融庁は、これらに加え、より相応しい独自の指標があればその指標の活用も歓迎す

るとしている。

また、金融庁は、ベンチマークの活用方法として、（1）自己点検・評価、（2）自

主的開示および（3）監督当局との対話を示したうえで、金融機関に対し、ベンチマ

ークの趣旨や目的をよく理解し、企業の価値向上等に資する金融仲介の取組みの実績

を着実に上げていくことを期待するとしている。

http://www.zenginkyo.or.jp/abstract/diary/detail/nid/6713/













































